




















































































































































































































































































































































































































































































申請・認可 開設教科 教則 IU 典
名称(修業期限) 等級(修業期間)
申請認可:1879年 裁縫 (2年) 4-1級(毎級6ヶ月) 裁縫 「裁縫私塾開業願」
(明治12) 1月
申請認可:1882年 中等科(1年) 6-1級(毎級2ヶ月) 裁縫 「私立学校規則閲申告J
(明治15)12月 「小学裁縫科教則略解J
ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ..ー ーー ・ー -・ー・・・ーーー・・ー .ー......_-_..__.......ーー
高等科 (8ヶ月) 4-}級(毎級2ヶ月)
申請:1887年 向上 向上 裁縫
(明治20) 9月 副学科:男女洋服・唱歌
申請:1892年 尋常科 (4ヶ月) 2級(1- 3期)・ l級 裁縫・編物 「私立裁縫松操学校規則
(明治25) 1月 (4 -6期) 修身(説話・作法)、家庭経 松操学校学科課程表」
認可:1892年 済・教育法(口授)、音楽(唱
(明治25)2月 歌)














































































































































高等科の二科となり、尋常科は 2級・ 6期を 4
カ月で修了、高等科は 2級4期を 8カ月で修了
















































































業風景が、 1884年 (明治17)編輯 ・刊行の 『小
学裁縫教授占Jに 「松操学校之図Jと題して渇
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④〉、 「短胴)J~ J C男性JI_:.つ怖いの背広ベス卜)<同〉、
「持JCVJ 1'1:川てつれij¥、の1'fIl:ズボン)<問〉、 「洋)J~
前縫JCVJl'l:川背広 I-.l，'の部分縫L、)<図 2⑤〉のほ
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製作者 卒 業 年
和装 洋装 その他
大立目そめ 1884年(明治17) 8月裁縫高等全科卒 13 2 
2 千葉とみよ 1893年(明治26)高等科卒 7 4 2 
3 朴津幸子 1896年(明治29) 3月高等科卒 25 5 31 
4 太田志女 1898年(明治31) 4月尋常科卒 1899年(明治32) 4月高等科卒 20 6 3 
5 小川せき 1901年(明治34) 4月尋常科卒 周年12月高等科卒 25 10 4 
6 小野里よ 1901年(明治34) 7月尋常科卒 1902年(明治35) 4月高等科卒 3 
7 加藤ふぢ 1903年(明治36)高等科卒 7 
8 尾形うめの 1903年(明治36) 7月尋常科 1904年(明治37) 4月高等科卒 18 8 4 
9 大沼きわ 1905年(明治38)高等科卒 5 7 
10 粛藤さと (明治30年代後半) 8 6 4 
11 渋谷志げ代 1920年(大正9) 3月尋常科卒 1921年(大正10) 3月高等科卒 2 
12 武田トクヨ 1922年(大正11)7月高等科卒 18 2 3 
13 佐藤みよの 1925年(大正14)3月卒 2 
14 千田小好 1925年(大正14)高等科卒 2 2 
15 高橋きい、 1926年(大正15) 3月尋常科卒 1927年(昭和2)3月専修科卒 14 2 4 
16 招回あきよ 1928年(昭和3)3月専修科卒 9 
17 目黒ひで 1929年(昭和4)師範科卒
18 渡辺輝子 1932年(昭和7)本科3月卒 6 
19 小松とくよ 1932年(昭和7) 3月専修科卒 10 1 
20 石丸富子 1933年(昭和8) 3月師範科卒
21 大友きぬ 1936年(昭和11) 3月本科卒
22 山田米江子 1936年(昭和11) 3月師範科卒
23 多国あき 1936年(昭和11) 3月高等師範科卒
24 菊地くら 1941年(昭和16)高等師範科卒 2 
25 吉田くに子 1941年(昭和16)高等師範科卒 13 
26 伊藤ゆきい 1946年(昭和21)卒 2 
27 佐藤ひさ 1948年(昭和23) 3月本科卒 (和紙)1 
28 阿部たけよ 不明 1 1 
29 石丸清子 本科在学中に死亡 1 
30 我妻きん 不明 5 5 
31 西堀千代 不明 2 









































































































































出 uEu ， 1882年教則
製作者 代 金 教則外
雛 形 実 物 雛 形 実 物
比翼仕立 真柳左長 2円50銭 。
旗 板橋く り 50銭 。
幕 深間内はる 50銭 。
裏付袴 中山せい 2円50銭 。
被布 遠藤もと 1円30銭 。
重ね雄子 安藤せん 2円50銭 。
袷合羽 阿部とも 2円50銭 。
女合羽 伊藤さよ 1円50銭 。
男合羽・ 玉虫せよ 1円 。
兎頭巾・ 大立目そめ 50銭 。
股引 杉田はま 1円 。
夜着 河村たけ 3円50銭 。
馬乗持。 1円50銭 。
着始め持 高平うめ 1円 0子供持か
単物 津久井ひさ 1円50銭 。
直垂 鈴木さとみ 1円50銭 。
男袷 芳賀いう 1円50銭 。
単物羽織 伊部ちか 80銭 。
ーーーーーー ーー ーー ーー ・ー・ー ーーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーーー ーー ーー ーー ーー ーー ・・ー ・ー ーー ・ー ・ー・・ー ・ー・・・・・・・・ーーー・・・・・・・・・・・・ ーー ーー ・ーー ーー ーー ーー ーー ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ・ー ーー ーー -ーー ・ー ーー ーー ーー ー
打掛 松平よし子 45円 。
白無垢女下着 同 25円 。
女上着 和遥つね子 35円 。
女描枠 中日ひのえ 10円 。
女帯 迫藤たきぢ他7名 45円 。
蝉形巾着 山本せりう 1円30銭 。
包み巾着 風間たみ 1円30銭 。
兜頭巾 伊藤たま 3円50銭 。
衣 佐藤さき 2円
頭巾 岡村きく 3円 。
巾着及び鞠 山田まさ l円60銭 。
誕かけ 菊池とみ 1円30銭 。
のぞき袋 中島ため 3円50銭 。



















































紺綿入羽織 | 第|…一一L害実会男忍浮刀分史...・一一一L一一一一一1....~...1. .9.. .1.9.. .l7.分.:.pj二全企型金羽.一一一一一l会分史f空分史!三?飽食習.1主分史:主分史一一一-


























































#常科 ・ I~~等科の ~I Iの区分は見なるが、 10段階
で進む学習に変わりはなL、。製作物の変化をみ








に、夜着， (朴仰のみ)、合ユドj、比翼イJ也、脱 .~，'~ . 
l毘牒がある。 合羽と比~~1J:iLは 1882"j:の教JlIJ で
学んだ大立佐| そめと共通するが、 ~f~ と|既日告は大
立日のものは成っておらず、この H初日j に封!U~で
の製作が主目された可能性がある。 3人ともに
詳の ß!U~は紋入りであるが、 1900作 ( 1則的33" 1:)
に三重県から松線学校に入学したれ:llnrの思





が残る物に、持 (~・ト ill • AIII)、iJill(朴月¥.AIII)、








肌~(f類のズボン下と胴Jft ・ シャツ、 誕掛、 i珂











































































































































































































1.¥1 rli大点n'fl例。 に1882年私塾 (後の大阪裁縫学
校)を開設した紺!谷 C[;¥永)しげよが製作した











































































































































































東北文化研究所紀要第45号 20日年12月 81 
園公文書資料集』巻の十三・資料、 20頁)
(43)新治鞘堂編『渡遺辰五郎翁侍』東京家政大学
出版部、 2009年、 59頁
(44)東京家政大学機関リポジトリ、渡遺辰五郎・
背木誠四郎コレクション
(45)前掲 (6)三友晶子・太田八重美編『重要有
形民俗文化財指定10周年記念渡辺学園裁縫雛形
コレクションJ4頁
(46)前掲 (6)東京家政大学博物館編『渡辺学園
裁縫雛形コレクション』上・下巻
(47)学技法人朴沢学園『朴津学園裁能教育資料集』
第1集、 2012年、 41頁
(48)前掲 (9)r朴揮皐国公文書資料集J巻の十三・
資料、 24頁
(49)佐藤和賀子氏は33枚の掛図を関係資料から綿
密に整理し、 28枚を「雛形一式」に該当する掛
図と確定した。前掲注 (6)佐藤論文
(50)大立目そめの関係資料として、ほかに罫引、
型紙、礼法関係資料が残されている。
(51)千葉とみよは雛形13点のほか、罫引、細工物、
結物、飾物などが残る。朴滞幸子は三代治の一
人娘で、雛形33点のほか、礼式の興斗、水引、
懐石次第書、小笠原礼法相伝状、茶道免許状な
ど多くの関係資料が遺品として残る。太田志女
は雛形27点のほか、結物、花刺、飾縫などの資
料が残されている。
(52)前掲 (31)、 15頁
(53)明治27年(1894)(r朴津三代治へ藍綬褒章下
賜ノ件Jr明治廿七年公文雑纂四』、前掲げ)
『朴部学困公文書資料集J巻の十三、 13-16頁)
(54)富永しげよの孫、仙台市在住の冨永杜彦氏所蔵。
しげよの裁錨教育資料について同氏より御教示
をいただいた。
(55)前掲、注 (6)植村千枝「家庭科教育におけ
る技能・技術(2) 一一初代朴沢三代治の裁経教
育とその周辺一一J、佐藤論文。
付記
本稿執筆に際し、仙台大学客員教授伊達宗弘
氏から朴津三代治の事績に関する史料について
多くのご教示をいただL、た。また朴沢学園事務
局の粛藤敬氏、岡田中慶子氏には関係資料の整
理作業で作成したデータおよび写真をご提供い
ただくなど、多大なお世話になった。記して厚
く御礼を申し上げます。
